
第 号 （ ）

清
潔
で
公
正
・
公
平
な
国
民
奉
仕
を
貫
く
公
務
員
制
度

の
確
立
を
求
め
る
陳
情
書

賃
金
職
員
の
雇
い
止
め
を
許
さ
ず
全
員
の
正
職
員
化
を

求
め
る
意
見
書
を
お
願
い
す
る
陳
情
書

労
働
法
制
の
改
悪
に
反
対
す
る
意
見
書
を
お
願
い
す
る

陳
情
書

手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

租
税
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
優
良
住
宅
地

認
定
申
請
等
手
数
料
の
徴
収
対
象
者
を
追
加
す
る
と
と

も
に
、
住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
交
付
手
数
料
の
新
設
等
を
行
う
も
の
。

非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退
職
報
償
金
の
支
給
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
等
責
任
共
済
等
に
関
す

る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
非
常
勤
消
防
団

員
の
処
遇
改
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
退
職
報
償

金
の
支
給
額
を
階
級
及
び
勤
務
年
数
に
応
じ
て
引
き
上

げ
る
も
の
。

税
条
例
の
一
部
改
正

地
方
税
法
、
地
方
税
法
施
行
令
等
の
一
部
改
正
等
に

伴
い
、
特
定
配
当
等
及
び
特
定
株
式
等
譲
渡
所
得
金
額

に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
所
得
割
額
の
算
定
方
法
の
改

正
、
市
た
ば
こ
税
の
税
率
の
引
上
げ
そ
の
他
所
要
の
規

定
の
整
備
を
行
う
も
の
。

都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
改
正

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
社
会
保
険
診
療
報

酬
支
払
基
金
が
所
有
し
使
用
す
る
事
務
所
等
に
係
る
都

市
計
画
税
に
つ
い
て
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
の
六

分
の
一
を
課
税
標
準
と
す
る
特
例
を
設
け
る
も
の
。

平
成
十
五
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

増
額

一
八
一
万
六
千
円

総
額

三
七
二
億
七
一
八
一
万
六
千
円

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団
体
へ
の
補
助
金
や
、
県
補
助
金

の
増
額
内
示
に
伴
う
緊
急
雇
用
創
出
特
別
交
付
金
事
業
の

事
業
費
の
増
額
、
防
衛
施
設
周
辺
整
備
事
業
の
た
め
池
改

良
事
業
が
二
か
年
施
行
と
な
っ
た
こ
と
に
伴
う
事
業
費
の

減
額
、
市
道
整
備
事
業
費
の
増
額
等
を
行
う
も
の
。

第 回定例会
可決した案件

議案 件

承認案 件

諮問 件

同意案 件

議員提出議案 件

即
決
さ
れ
た
案
件

財
産
の
減
額
貸
付
け
の
変
更

社
団
法
人
東
広
島
地
区
医
師
会
に
減
額
し
て
貸
し
付
け

て
い
る
財
産
に
係
る
貸
付
料
の
額
を
引
き
下
げ
る
も
の
。

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
国
民
健
康
保
険
税

の
介
護
納
付
金
課
税
限
度
額
を
七
万
円
か
ら
八
万
円
に

引
き
上
げ
る
も
の
。

平
成
十
五
年
度
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
一
号
）

増
額

一
億
一
四
八
七
万
四
千
円

総
額

九
六
億
七
九
一
四
万
二
千
円

平
成
十
四
年
度
事
業
実
績
の
確
定
に
伴
い
、
平
成
十

四
年
度
で
歳
入
し
た
負
担
金
、
交
付
金
の
精
算
償
還
を

行
う
も
の
。

陳
情
陳
情

受
理
状
況

受
理
状
況

皆
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
た

陳

情

皆
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
た

陳

情

総
務
委
員
会
付
託
案
件

文
教
厚
生
委
員
会
付
託
案
件

建
設
委
員
会
付
託
案
件

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

市
道
の
路
線
の
廃
止

東
広
島
・
呉
自
動
車
道
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
一

部
が
完
成
し
た
こ
と
に
伴
い
市
道
一
路
線
を
廃
止
す
る

と
と
も
に
、
市
道
の
改
良
工
事
の
完
成
に
伴
い
路
線
の

起
点
及
び
終
点
の
変
更
を
行
う
た
め
、
市
道
一
路
線
を

廃
止
す
る
も
の
。

市
道
の
路
線
の
認
定

一
般
交
通
の
用
に
供
す
る
た
め
、
新
設
道
路
、
住
宅
団

地
内
道
路
及
び
旧
県
道
の
一
部
の
八
路
線
、
並
び
に
市
道

の
改
良
工
事
の
完
成
に
伴
い
い
っ
た
ん
廃
止
し
た
一
路
線

の
合
計
九
路
線
を
市
道
と
し
て
認
定
す
る
も
の
。

請
負
契
約
の
締
結

東
広
島
市
公
共
下
水
道
事
業
吉
川

号
汚
水
幹
線
管
渠

建
設
工
事
（

）
の
請
負
契
約
を
締
結
す
る
も
の
。

契
約
金
額

二
億
六
二
二
九
万
円

契
約
の
相
手
方

肥
海
建
設
株
式
会
社

請
負
契
約
の
締
結

平
岩
小
学
校
校
舎
大
規
模
改
造
・
耐
震
補
強
工
事

（
建
築
）
の
請
負
契
約
を
締
結
す
る
も
の
。

契
約
金
額

一
億
五
五
九
二
万
五
千
円

契
約
の
相
手
方

楠
本
建
設
株
式
会
社

駐
車
場
条
例
の
一
部
改
正

八
本
松
駅
周
辺
に
お
け
る
自
動
車
駐
車
場
の
不

足
を
解
消
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
八
本
松
駅
前
自
動

車
駐
車
場
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
使
用
料
を
定

め
る
も
の
。

専
決
処
分
の
承
認

平
成
十
五
年
度
西
条
第
一
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

文
教
厚
生
委
員
会
行
政
視
察
報
告

日

時

七
月
一
日

三
日

視
察
地

北
海
道
札
幌
市
、
幌
北
ゆ
り
か
ご
保
育
園
、
北

海
道
帯
広
市
、
北
海
道
釧
路
市

北
海
道
札
幌
市
で
は

地
域
子
育
て
支
援
事
業

さ
っ

ぽ
ろ
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
、
幌
北
ゆ

り
か
ご
保
育
園
で
は
保
育
園
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
北

海
道
帯
広
市
で
は

複
合
文
化
施
設
と
か
ち
プ
ラ
ザ

に

つ
い
て
、
北
海
道
釧
路
市
で
は

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ま

な
ぼ
っ
と
幣
舞

に
つ
い
て
の
行
政
視
察
を
行
っ
た
。

視
察
を
行
っ
た
事
業
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
の
参
考

と
し
、
本
市
で
の
今
後
の
同
様
の
施
策
、
事
業
に
反
映
し

て
い
け
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

文
教
厚
生
委
員
会
行
政
視
察
報
告

行
政
視
察
の報

告

行
政
視
察
の報

告



（ ） 第 号

議
員
派
遣

地
方
自
治
法
第
百
条
第
十
二
項
及
び
会
議
規
則
第
百

五
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
、
姉
妹
都
市
訪
問
、
全
国
市

議
会
議
長
会
豪
州
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
都
市
行
政
視

察
、
市
町
村
議
会
議
員
特
別
セ
ミ
ナ
ー
に
議
員
を
派
遣

す
る
も
の
。

税
源
移
譲
を
基
本
と
す
る
三
位
一
体
改
革
の
早
期
実
現

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

政
府
に
お
い
て
税
源
移
譲
を
含
む
税
源
配
分
、
地
方

交
付
税
、
国
庫
補
助
負
担
金
を
三
位
一
体
で
見
直
す
改

革
案
を
盛
り
込
ん
だ

経
済
財
政
運
営
と
構
造
改
革
に

関
す
る
基
本
方
針
二

三
（
骨
太
の
方
針
・
第
三

弾
）
の
決
定
に
当
た
っ
て
、
国
と
地
方
の
役
割
分
担

を
踏
ま
え
た
税
源
移
譲
等
に
よ
る
地
方
税
財
源
の
充
実

強
化
を
求
め
る
意
見
書
を
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の

規
定
に
よ
り
国
会
及
び
政
府
に
対
し
提
出
す
る
も
の
。

増
額

八
六
二
八
万
九
千
円

総
額

一
億
九
四
二
六
万
六
千
円

前
年
度
の
会
計
に
お
い
て
会
計
年
度
経
過
後
に
歳
入

が
歳
出
に
不
足
し
た
た
め
、
平
成
十
五
年
度
の
歳
入
を

繰
り
上
げ
て
充
用
す
る
も
の
。

専
決
処
分
の
承
認

平
成
十
五
年
度
東
広
島
駅
前
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

増
額

三

一
万
七
千
円

総
額

六
億
二
九
二
八
万
八
千
円

前
年
度
の
会
計
に
お
い
て
会
計
年
度
経
過
後
に
歳
入

が
歳
出
に
不
足
し
た
た
め
、
平
成
十
五
年
度
の
歳
入
を

繰
り
上
げ
て
充
用
す
る
も
の
。

専
決
処
分
の
承
認

平
成
十
五
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
一
号
）

増
額

一
七
四

万
六
千
円

総
額

四
六
億
七
九
八
一
万
一
千
円

前
年
度
の
会
計
に
お
い
て
会
計
年
度
経
過
後
に
歳
入

が
歳
出
に
不
足
し
た
た
め
、
平
成
十
五
年
度
の
歳
入
を

繰
り
上
げ
て
充
用
す
る
も
の
。

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め

る
こ
と

東
広
島
市
西
条
町
大
字
田
口
二
五
七
番
地
の
四

下
滿

武
雄

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
の
同
意

東
広
島
市
志
和
町
大
字
志
和
西
六
二
二
番
地井

上

江

上
三
永
財
産
区
管
理
委
員
の
選
任
の
同
意

東
広
島
市
西
条
町
大
字
上
三
永
一
六
一
二
番
地

小
見

元
信

東
広
島
市
西
条
町
大
字
上
三
永
六
八
一
番
地勝

谷

健
彦

東
広
島
市
西
条
町
大
字
上
三
永
九
五
番
地

中
土
居

介

東
広
島
市
西
条
町
大
字
上
三
永
一
九

七
番
地

保
友

忠

東
広
島
市
西
条
町
大
字
上
三
永
二
四
三
四
番
地

前
中

清
司

東
広
島
市
西
条
町
大
字
上
三
永
五
八
八
番
地山

内

修
一

志
和
財
産
区
管
理
委
員
の
選
任
の
同
意

東
広
島
市
志
和
町
大
字
冠
一
四
三
九
番
地

田

哲
雄

西
志
和
財
産
区
管
理
委
員
の
選
任
の
同
意

東
広
島
市
志
和
町
大
字
冠
一
四
三
九
番
地

田

哲
雄

小
谷
財
産
区
管
理
委
員
の
選
任
の
同
意

東
広
島
市
高
屋
町
大
字
小
谷
二

五
番
地保

廣

和
昭

東
広
島
市
高
屋
町
大
字
小
谷
二
三
六
七
番
地
の
一

垰
田

敏

東
広
島
市
高
屋
町
大
字
小
谷
一
三
五
九
番
地
の
二

松

治
夫

東
広
島
市
高
屋
町
大
字
小
谷
三
三
一
九
番
地
の
三

亀
井

信
昭

東
広
島
市
高
屋
町
大
字
小
谷
三
七
三
七
番
地
の
一

川
邊

勉

東
広
島
市
高
屋
町
大
字
小
谷
三
三
六
三
番
地奥

戸

政
行

東
広
島
市
高
屋
町
大
字
小
谷
一
一
三
五
番
地山

實

可
決
可
決

議
員
提
出
議
案

議
員
提
出
議
案

建
設
委
員
会
行
政
視
察
報
告

日

時

七
月
三
十
日

八
月
一
日

視
察
地

北
海
道
千
歳
市
、
北
海
道
小
樽
市
、
北
海
道
恵

庭
市

北
海
道
千
歳
市
で
は

千
歳
駅
の
周
辺
整
備

中
心

市
街
地
の
活
性
化

に
つ
い
て
、
北
海
道
小
樽
市
で
は

港

湾
整
備

小
樽
築
港
駅
周
辺
地
区
再
開
発

に
つ
い
て
、

北
海
道
恵
庭
市
で
は

恵
庭
市
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本

構
想

に
つ
い
て
の
行
政
視
察
を
行
っ
た
。

こ
れ
ら
視
察
を
行
っ
た
事
業
に
関
し
て
は
、
本
市
に
お

い
て
も
参
考
と
す
べ
き
部
分
が
多
く
、
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
に
反
映
し
て
い
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

建
設
委
員
会
行
政
視
察
報
告

藤
本
洋
二
議
員
ご
逝
去

享
年
四
十
八
歳

藤
本
洋
二
議
員
が

去
る
六
月
一
日
ご
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。

同
氏
は
平
成
十
一

年
四
月
か
ら
東
広
島

市
議
会
議
員
と
し
て

在
職
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
間
、
総
務
常
任
委
員
会
副
委
員
長
、
予
算
特

別
委
員
会
副
委
員
長
、決
算
特
別
委
員
会
副
委
員
長
、

議
会
会
報
委
員
会
委
員
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、
本
市

の
発
展
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
、
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

藤
本
洋
二
議
員
ご
逝
去

議

員

紹

介

平
成
十
五
年
五
月
二
十
九
日
、
議
長
の
許
可
を
得

て

橋
克
之
議
員
が
議
員
を
辞
職
さ
れ
、六
月
一
日
、

藤
本
洋
二
議
員
が
ご
逝
去
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
六

月
三
日
、
繰
上
げ
当
選
さ
れ
た
岩
田
壽
議
員
と
森
真

理
子
議
員
を
紹
介
し
ま
す
。

議

員

紹

介岩 田 壽

［翔 風 会］

市民経済委員会

委員に選任されま

した。

森 真理子

［日本共産党］

建設委員会委員

に選任されまし

た。




